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• 地球規模課題解決と社会実装を目指した開発途上国との共同研究
• ２００８年より開始、４１ｹ国と８７のプロジェクト
• 環境・エネルギー、生物資源、防災、感染症の領域

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム
Science and Technology Research Partnership for Sustainable 
Development (SATREPS) JST-JICA

以下の「新興国」でのプロジェクト数は全体の６割程
• G20: ブラジル、インド、インドネシア、南ア、トルコ
• G20以外の新興国：チリ、コロンビア、ASEAN諸国、チュニジア
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JICA作成資料に一部加筆
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shimin/oda_ngo/taiwa/prosavana
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食料の“ニクソン・ショック” １９７３年

３０年以上の開発事業の成果
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大豆の輸出量比較 (1970-2014)
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ブラジルの大豆輸出量は世界一で日本におけるダイズの安定供給にも貢献

日本の大豆の輸入先（2013年）
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世界の約30%を生産し、ブラジル
の主要作物であるダイズは、近
年干ばつによって頻繁に大きな
被害を受けており（過去10年間に
4回発生）、干ばつ耐性ダイズの
開発が求められている

• 従来の交配による品種改良で
は成果が上がっていない

• 画期的なアプローチが求めら
れている

干ばつはブラジルでの大豆生産の最大の脅威
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成果１：有用遺伝子の同定

成果２：プロモーターの単離と
有用遺伝子との組合せの最適化

有用遺伝子

プロモーター

国際農林水産業研究センター
(JIRCAS)

理化学研究所
(RIKEN)

植物科学研究センター／環境

東京大学
(The University of Tokyo)
植物分子生理学研究室

ブラジル農牧研究公社
ダイズ研究所

(Embrapa Soybean)

Biobalistic法

Agrobacterium法

成果４：乾燥に強い組換えダイズ系統が選抜される
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成果３：耐乾性遺伝子を大豆に導入

生理学的解析
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研究成果（2009-2014）

（１）世界最高の成功率の形質転換技術

（２）実際の圃場での耐乾性評価技術

（３）干ばつ耐性大豆の作出

（４）６７の原著論文等の学術的成果

【ブラジル・日本にとっての利益】

1. 人脈・人材作り（信頼関係の構築、ブラジルへの短期派遣12名＋日本でのブラジル
からの研修生13名は将来につなぐ人的資産）

2. 研究面でのwin-win関係（日本・ブラジル機関が得意分野において役割分担を明確
化して研究を実施することにより、日本側の分子生物学的成果を、ブラジルの干ば
つ問題の解決に活かすことに成功）

3. 国益でのwin-win関係（ブラジルのダイズ生産の安定につながる干ばつ耐性系統
の開発は、ブラジルの経済的安定、及び日本の食料安全保障に貢献）
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４つの主要成果



バイオエタノール生産試験プラント

マレーシアで事業化へ

バイオエタノールやバイオガス等の燃料化へ

オイルパーム伐採木

キャッサバ重量の約30%
がパルプとなり、その乾
燥重の約60%がデンプン

共同研究
出光興産
カセサート大学

マレーシア
2,700万本/年

マレーシア理科大学・森林研究所

タイ
2,000万トン/年

共同研究

熱帯未利用バイオマス資源の利活用技術開発

樹液

樹液の採取方法や搾汁システム等の
基盤技術をJIRCAS主導で特許化

・ 新日鉄住金
・ IHI （バイオガス事業）

パーム油は世界の
植物油の中で最多
の生産量

デンプン
キャッサバ・パルプ(廃棄）

キャッサバ

耐熱酵母技術等の開発による直接エタノール生産技術の特許化
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新興国との科学技術外交

• 相手側は日本が持つ「先端的研究」に興味
• 相手側も「補完的な強さ」を持つ
• 社会実装のために「民間と連携」

– 知財戦略が必要
• SATREPSの評価

– 共同プロジェクトの相手側からの高い評価
– All Japan 体制が作り易い（大学、研究機関、民間）
– 日本と対象国の若手研究者育成に特に高い評価
– 今後の課題は（私見）：

• 対象国でのプロジェクトの高い認知度； プログラムの国際的認知度は？
• ５年間のプロジェクト終了後の次のステップは？
• 対象国を越えた波及効果は？
• 国際研究システム／ネットワークとの連携は？
• 国際会議・イニシアティブ（例えばIPCC）でのSATREPS成果の広報・利用は？
• 「新興国」と「開発途上国」でのニーズ・実情の違いに対応すべきでは？
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